
実施期間

2024年4
月～26年
3月

評価の観点 評価の着眼点 委員等意見

他の地域に比べ
て劣後しているこ
とは？

守るべき規範で
満たされていな
いことは？

分野・中間アウト
カムは適切か

分野・中間アウト
カムの指標は適
切か

分野・中間アウト
カム↔施策のつ
ながりが強いか

資源は用意され
たか

施策は実施され
たか、進捗はどう
か

アウトプットが生
まれているか

施策関係者はど
う感じているか
（阻害要因がある
かなど）

アウトカムは向上
したか

アウトプット指標
値とアウトカム指
標値の関係は

外部要因の影響
は

この施策を
やり続ける
べきか

上記４評価を踏
まえての評価

ニーズがあり、施策の整合性はあり、
実施は行われた。今後、効果があるか
を見ていくこととなる。「がん医療集
約化のための医療機関の選定」は完
了した。次は、実装のための施策とし
て、維持する必要がある。別途、実装
施策を検討し、改訂ロジックモデルの
施策欄に入れることを検討。

効
果

「医療機関の機能分担を通じた質
の高い安心な医療の効率的な提
供」をもたらすためには、「集約化
と機能分化と連携を行う」ことは
必要であるので、整合性は取れて
いる

厚労省の課長通知（2025年8
月）への対応が必要

N/A

事務局意見

評
価

評価の種類 情報源

整合性
（セオリー）

評価

ロジックモ
デルの左右
のつながり
に、論理的
整合性があ
るか

ロジックモデルの構
成概念

関連情報

総合評価
協議会・部会審議で
の主な意見

アウトプット指標

関係者ヒアリング

個別施策 　がん医療の集約化のための医療機関の選定

取
組

施策名 実施内容 アウトプット

沖縄県は、必要に応じたがん医
療の集約化と機能分化と連携
を行う

医療部会の下にがん種・分
野ごとに20分野のWGを結
成して、協議を行い原案を
作成。その後、医療部会、ベ
ンチマーク部会、幹事会、連
携協議会で協議し、選定要
件を決定した。その意見を、
沖縄県へ提案した。

①医療機関の選定要件を決定
②連携協議会から沖縄県へ提案
③全医療機関への啓発
④精検施設への協力依頼
⑤地域連携室と相談支援部門への研修と協力依頼
⑥沖縄がんサポートハンドブックへの集約化の説明記載

連携協議
会・沖縄県

実施主体 インプット

20WGの
各8～14
名が1～3
時間協議

医療部
会・ベン
チマー
ク部会

所掌部
会

　A 満たされていない
　B ある程度満たされていない
　C かなり満たされている
　D 十分に満たされている

法令計画等

　A 十分整合性が取れている
　B ほぼ整合性が取れている
　C ある程度整合性が取れている
　D 見直しの必要あり

ロジックモデルの指
標

構成要素間のつな
がりの確認

カバー率は適切である。さらに、
集約化率を指標にする必要があ
る。

患者のアクセスに弊害がないように、集約
化による体制整備ができるならば、医療
の質を高めた医療が提供できると思われ
るので、論理的整合性はある

中
間
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標

実行
（プロセス）

評価

決めたこと
をきちんと
やっている
か

満たされて
いないニー
ズがあるか

地域別データ集等

特に阻害要因はない

人：WGを組織して、延べ200名が協議した。医療部
会担当の琉球大学病院がんセンター職員が事務を
行った
物：必要なし
金：なし
情報：全国がん登録と院内がん登録データを活用した

指定要件の改定と県への提案ま
では実行されたが、県の医療機
関選定が未達成

アウトプット欄にある６つのアウト
プットが生じた。従来の施設数よ
りも、少ない施設になる予定であ
る

判定

必要性
（ニーズ）
評価

個
別
施
策
指
標

　A 強化すべき
　B 維持すべき
　C 検討を続けるべき
　D 中止を検討すべき
　E 中止すべき

効果
（インパクト）

評価

やったこと
が効いてい
るのか

アウトカム指標

　A とても効果を出している
　B 効果を出している
　C あまり効果を出していない
　D 効果を出していない
　E 経過観察
      （現時点では判断不可）

アウトカムとアウト
プットの指標値

関係者ヒアリング

現在は未計測で不明（1年後等
に計測予定）

現在は未計測で不明（1年後等
に計測予定）

課長通知（2025年8月）は出た
が、その影響は軽微である

　A 予定どおり実行されている
　B ほぼ実行されている
　C 一部実行されている
　D 実行されていない

部会等議事録等

沖縄県 全国 判定欄

施策 C01
沖縄県は、必要に応じたが
ん医療の集約化と機能分化
と連携を行う

前回 年次 今回 年次 前回 年次 今回 年次 対全
国比

対前
回比

対全
国傾
向値

対基
準値

対目
標値

指標 C0101
第８次医療計画に基づいて
協議を行い決定したがん種
の数

12 2023 20 2026 N/A 2023 N/A 2026 ー ○ ー

指標 C0102
第８次医療計画に基づいて
協議を行い決定した「施
設」の総数

26 2023 25 2024 N/A 2023 N/A 2024 ー ○ ー

沖縄県 全国 判定欄

概念 B01

患者が、「がん診療を行う医療施設」
（「施設」）で、医療機関の機能分担を
通じた質の高い安心な医療の効率的な提
供が受けられている

前回 年次 今回 年次 前回 年次 今回 年次 対全
国比

対前
回比

対全
国傾
向値

対基
準値

対目
標値

指標 B0103 「施設」における治療開始のカバー率

指標 B0111
（医療者調査）沖縄県内において、がん
医療の適切な集約化と機能分化ができて
いると思いますか。（点）

48.8 2023 51.1 2024 N/A 2023 N/A 2024 ー ○ ー
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